
長泉麗峰山の会・山行報告書                         文・写真  後藤 

山行番．  NO.2060 

日 時  2024 年 11 月 09 日（土）晴 

山 域  浅間山・前掛山（2524ｍ） 

コース  天狗温泉 5:45-一の鳥居-二の鳥居-火山館 8:00-前掛山分岐-逍遥-火山館 11:42-天狗 

温泉 13:12～14:30-帰静 

標高差  浅間温泉約 1407m～前掛山 2524m＝約 1117m 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

浅間山逍遥 
参加者   後藤、ほか 1 名＝２名 

 

 久しぶりに浅間山に向かった。天気は良かった。浅間山荘・天狗温泉から登山開始。こ

こは今年 2 月に剣ヶ峰登山で訪れた。 

紅葉は既に終わっていた。登山道左下の蛇掘川は白濁していた。ただ、手をかざしたが

熱くなかった。仰ぐ牙山（きっぱやま）が大きかった。 

 

 
登山口鳥居 

 
蛇掘山                   牙山 

 



 浅間山は、1989 年 10 月 8 日、初めて訪れた。亡くなった毛利・杉澤も一緒だった。記

録は、東大火山観測所裏にテントを張ったとあるが、現在観測所は確認できない。 

 また、上りで浅間山（2463ｍ）に立つとあるが、ここが何処であったか地図を見ても不

明だった。 

 

 
 

 
湯の平分岐                 黒斑山方面 

 

 湯の平分岐周辺は、広々とした平原が続く素晴らしい所だった。ローマのコロシアム（コ

ロッセオ）のような火口跡地で、西に黒斑山・北に鋸岳・東に浅間山がグルッと取り囲ん

でいた。 



 
湯の平上部 

 

 初めて訪れた際、この辺りで「アサマブドウ（クロマメノキ）」を沢山食べたことを思い出

した。 

前掛山分岐に 2 枚の案内板があった。一つは、大きな看板。浅間山は活火山なので「自

己責任で上って下さい」とあった。ひとつは、小さな看板で「ここからは立ち入り禁止」だっ

た。案内板は、矛盾するものだった。 

 この案内板では、登山者が判断に迷うだろう。看板は分かり易いモノが良い。 

                                      以上 

 
前者の大看板                 後者の小看板 


